
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エアコンプレッサ 

モデル  

AC461X   （50/60Hz） 

AC461XL  （50/60Hz） 

AC461XLH （50/60Hz） 

AC461XG  （50/60Hz） 

AC461XGH （50/60Hz） 

ヒューマンハードウェアのマキタ 
        人の暮らしとすまいのために ・・・・・・ 

製品保証書 

取扱説明書 

 

 

 

 
本機はシングル絶縁構造ですので

必ず接地（アース）してください。 

マキタ製品は電気用品安全法に基

づく技術上の基準に適合、または準

じて（電気用品安全法適用外の製

品）製造されております。 

このたびはエアコンプレッサをお買い上げ賜

わり厚くお礼申しあげます。 

ご使用に先立ち、この取扱説明書をよくお

読みいただき本機の性能を十分ご理解の

上で、適切な取り扱いと保守をしていただい

て、いつまでも安全に 

能率よくお使いくださる 

ようお願い致します。 

製品保証書は大切に保管して下さい 

イラストはＡＣ４６１ＸＬです 
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 ・ 運転中の異常について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６ 

 ・ 電圧感応制御について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６ 
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 ・ ご修理の際は・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２８ 

・ 保証および１２００ｈランプについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２９ 

 ・ 保証について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２９ 

 ・ １２００ｈランプについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２９ 

・ 無償修理規定について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３０ 
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モデル 

主要機能 
ＡＣ４６１Ｘ ＡＣ４６１ＸL ＡＣ４６１ＸLＨ 

電動機 ＤＣブラシレスモータ 

電圧 単相交流１００Ｖ 

電流 ※ １５ Ａ 

出力 １，３００ Ｗ 

周波数 ５０／６０ Ｈｚ 

減圧弁の

圧力調整

範囲 

一般 ０．３９～０．８８ＭＰａ（４～９ｋｇｆ/ｃｍ２）  

高圧 ０．９８～２．４５ＭＰａ（１０～２５ｋｇｆ/ｃｍ２） 

タンク内最高圧力 ４．５１ＭＰａ（４６ｋｇｆ/ｃｍ２） 

回転速度 ※ 最大２，５００ ｍｉｎ－１ 

吐出し 

空気量 

※ 

０．６９ＭＰａ時 

（７ｋｇｆ／ｃｍ２） 
１４０ Ｌ/ｍｉｎ  

２．26ＭＰａ時 

（２３ｋｇｆ／ｃｍ２） 
１００ Ｌ/ｍｉｎ 

運転モード 
速打ちモード 

静音速打ちモード 

シリンダ径×行程 

×シリンダ数 

１段側 ６２ｍｍ×２６ｍｍ×１ 

２段側 ４１ｍｍ×１０ｍｍ×１ 

タンク容量 ８Ｌ １１Ｌ 

本機 

寸法 

長さ ５３６ｍｍ 

幅 ３４４ｍｍ ３５６ｍｍ 

高さ ３３６ｍｍ ３４９ｍｍ 

質量  １４ｋｇ  １５ｋｇ 

空気 

取出し口 

一般 一般圧用ワンタッチジョイント２個  

高圧 高圧用ワンタッチジョイント２個 
高圧用ワンタッチ 

ジョイント４個 

 

 

本機はより長くお使いいただける高耐久のエアコンプレッサです 

※ 速打ちモード時のもの。各モードの仕様については１５ページ「運転モードについて」をご覧ください。 

 本機は、釘打機などの空気工具用のエアコンプレッサですので、連続運転となるような使い方は

やめてください 

 改良のため、主要機能および形状などは変更する場合がありますので、ご了承ください 
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モデル 

主要機能 
ＡＣ４６１ＸG ＡＣ４６１ＸGＨ 

電動機 ＤＣブラシレスモータ 

電圧 単相交流１００Ｖ 

電流 ※ １５ Ａ 

出力 １，３００ Ｗ 

周波数 ５０／６０ Ｈｚ 

減圧弁の

圧力調整

範囲 

一般 
０．３９～０．８８ＭＰａ 

（４～９ｋｇｆ/ｃｍ２） 
― 

高圧 ０．９８～２．４５ＭＰａ（１０～２５ｋｇｆ/ｃｍ２） 

タンク内最高圧力 ４．５１ＭＰａ（４６ｋｇｆ/ｃｍ２） 

回転速度 ※ 最大２，５００ ｍｉｎ－１ 

吐出し 

空気量 

※ 

０．６９ＭＰａ時 

（７ｋｇｆ／ｃｍ２） 
１４０ Ｌ/ｍｉｎ ― 

２．26ＭＰａ時 

（２３ｋｇｆ／ｃｍ２） 
１００ Ｌ/ｍｉｎ 

運転モード 
速打ちモード 

静音速打ちモード 

シリンダ径×行程 

×シリンダ数 

１段側 ６２ｍｍ×２６ｍｍ×１ 

２段側 ４１ｍｍ×１０ｍｍ×１ 

タンク容量 １６Ｌ 

本機 

寸法 

長さ ５４３ｍｍ 

幅 ３７７ｍｍ 

高さ ３７０ｍｍ 

質量  １７ｋｇ 

空気 

取出し口 

一般 一般圧用ワンタッチジョイント２個 ― 

高圧 高圧用ワンタッチジョイント２個 高圧用ワンタッチジョイント４個 

 

 

※ 速打ちモード時のもの。各モードの仕様については１５ページ「運転モードについて」をご覧ください。 

 本機は、釘打機などの空気工具用のエアコンプレッサですので、連続運転となるような使い方は

やめてください 

 改良のため、主要機能および形状などは変更する場合がありますので、ご了承ください 

本機はより長くお使いいただける高耐久のエアコンプレッサです 
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 ご使用前に取扱説明書を必ずよくお読みください。 

 機械の取り扱い知識が不十分な場合、事故の原因になります。 

 保護メガネ、耳栓を装着し、また作業環境に応じてヘルメットなども着用して釘打

ち作業をしてください。 

 装着しないと打ち損じの釘や釘の連結片で目などにけがをしたり、排気音で耳を痛める原因

になります。 

 きちんとした服装で作業してください。 

 だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は、回転部に巻き込まれる恐れがあるので着用

しないでください。 

 長い髪は、帽子などで覆ってください。 

 作業場の周囲状況も考慮してください。 

 エアコンプレッサは、雨中で使用したり、湿った、または、ぬれた場所で使用しないでくださ

い。 

 揮発性可燃物(ガソリン、シンナーなど)の近くでは使用しないでください。 

 腐食性ガス（塩分、酸、アンモニア、オゾンガス、亜硫酸ガスなど）の雰囲気では使用しない

でください。 

 木くずなどのゴミやホコリの多い場所には設置しないでください。 

 過熱事故や異常摩耗の原因になります。 

 子供を近づけないでください。 

 作業者以外、エアコンプレッサやコードに触れさせないでください。 

 作業者以外、作業場へ近づけないでください。 

 風窓をふさいだり、狭い箱などの中に入れて使用しないでください。 

 モータが焼損する原因になります。 

 使用中、本機は硬く水平な場所に設置してください。また、縦置きで使用しないで

ください。 

 不安定な場所に設置すると、本機が移動や落下、転倒して事故の原因になります。 

 落下、移動の恐れのある所では、グリップをロープで縛り付けるなどして確実に本機を固定し

てください。 

 各部のボルトやネジのゆるみがないことを確認してください。 

 故障や事故の原因になります。 

 誤って落としたり、ぶつけたときは、本機、タンクなどに破損や亀裂、変形がないこ

とをよく点検してください。 

 破損や亀裂、変形があると、事故の原因になります。 

 エアコンプレッサの上に座ったり、重量物を載せたりしないでください。 

 破損や亀裂、変形の原因になります。 

 火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、「安全上のご注意」を必ず守

ってください。 

 ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上、正しく使用してく

ださい。 

 お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してくだ

さい。 

警告 
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 使用出来る電源はＡＣ１００Ｖのみです。エンジン発電機やエンジンウエルダなどの

直流電源は使用しないでください。（当社インバータ制御付エンジン発電機は除く） 
 故障や発火、発熱、焼損の原因になります。 

 昇圧器などのトランス類は使用しないでください。 

 故障や発火、発熱、焼損の原因になります。 

 必ず接地（アース）してください。 

 故障や漏電の時、感電する原因になります。 

 接地は電源プラグの横から出ているアースクリップをアース線に接続してください。 

 ３ピンプラグ（アースピン可倒式）の場合は、電源コンセントに合わせて、接地（アース）してく

ださい。 

アース付（３ピン）電源コンセントの場合 

 ３ピンプラグを電源コンセントに差し込んでください。（アースクリップによる接地は不要） 

２極電源コンセントの場合 

 アースクリップをアース線に接続してください。 

 アースクリップやアースピン、アース線に異常がないか確認してください。 

 テスターや絶縁抵抗計をお持ちでしたら、アースクリップ、アースピンと本機の金属（外郭部）

間の導通を確認してください。 

 アース棒やアース板を地中に埋め込み、アース線を接続するような電気工事は電気工事

士の資格が必要ですので最寄りの電気工事店に相談してください。 

 設置と共に感電防止用漏電しゃ断器の設置された電源に、接続されますことをおすすめし

ます。 

 漏電しゃ断器や接地については、次の法規がありますので、ご参照ください。 

※労働安全衛生規則   第３３３条・第３３４条 

  電気設備の技術基準  第１８条・第２８条・第４１条 

 アース線をガス管に接続しないでください。 

 火災、爆発の原因になります。 

 コードを乱暴に扱わないでください。 

 コードを引っ張って、エアコンプレッサを移動させたり、電源コンセントから抜かないでくださ

い。 

 コードを熱、油、角のある所に近づけないでください。 

 延長コードを使用するときは、アース線を備えた３芯コードを使用してください。 

 アース線のない２芯コードですと、故障や漏電時、感電の原因になります。 

 屋外使用に合った延長コードを使用してください。 

 屋外で使用する場合、キャブタイヤコードまたはキャブタイヤケーブルの延長コードを使用し

てください。 

 本機のコードおよび使用の延長コードは定期的に点検してください。 

 電源プラグまたはコードが損傷している場合は交換してください。本機のコードの交換は、お

買い上げの販売店または当社営業所にお申し付けください。 

 不意な始動は避けてください。 

 電源プラグを電源コンセントに差し込む時に、エアホースが接続されていないことを確認して

ください。 

警告 
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 騒音に関しては、法令および各都道府県の条例で定める騒音規制があります。状

況によってしゃ音壁を設けて作業してください。 

 作業場はいつも明るく、きれいにしてください。 

 暗かったりちらかったところでの作業は事故の原因になります。 

 エアコンプレッサは、注意深く手入れをしてください。 

 運搬時の落下防止のため、グリップは常に乾かしてきれいな状態に保ち、油やグリスが付か

ないようにしてください。 

注意 

 感電に注意してください。 

 エアコンプレッサを使用中、身体をアースされているものに接触させないようにしてください。 

（例えば、パイプ、暖房器具、電子レンジ、冷蔵庫などの外枠） 

 空気の圧縮のみに使用してください。 

 空気以外のガス（プロパン、アセチレン、酸素など）を吸引すると爆発する恐れがあります。 

 一般取出口には、耐熱温度６０℃以上、耐圧０．９８ＭＰａ以上、内径６．５㎜以上

のエアホースを使用してください。高圧取出口には高圧専用エアホース以外は絶

対使用しないでください。 

 エアホースの破裂事故の原因になります。 

 エアホースを接続する前にエアホースとエアプラグが完全に固定されていることを

確認してください。 

 固定が不完全だと、外れて事故の原因になります。 

 本機は、釘打機などの空気工具用のエアコンプレッサですので、連続運転となるよ

うな使い方はやめてください。 

 製品寿命を早めたり、性能を低下させる原因になります。 

 エア工具は、必ず使用空気圧力の範囲内で使用してください。 

 圧力が高過ぎると、エア工具の寿命を早めたり、故障や事故の原因になります。 

 開口部やファン部に異物を入れたり、近づけたりしないでください。 

 巻き込みなどにより、故障や事故の原因になります。 

 エアコンプレッサは、空気充てんのまま長時間、直射日光に当てたり、高温な場所

に放置しないでください。 

 タンク内の圧縮空気がさらに高圧になり、タンクが破裂する恐れがあります。 

警告 

ご使用中 
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 本機の調子が悪かったり、異常音がした場合は、直ちにエアコンプレッサを停止し

て、電源プラグを電源コンセントから抜いてください。さらにドレンコックを全開にして

圧縮空気をすべて抜いて使用を中止し、お買い上げの販売店、または当社営業

所に点検、修理をお申し付けください。 

 そのまま使用していると、事故の原因になります。 

 使用時および使用直後のタンクなどの金属部は、高温になる事があります。これは

空気の圧縮熱のためで故障ではありませんが、やけどに注意してください。 

注意 

 エアコンプレッサを停止した後は、電源プラグを電源コンセントから抜いてください。 

 ドレンコックを全開にして、タンク内のドレンと圧縮空気をすべて抜いてください。 

 タンクが破裂する恐れがあります。 

 ドレンと圧縮空気を抜く場合は、顔をドレンコックに近づけないでください。 

 ドレンや圧縮空気によって失明や耳を痛める恐れがあります。 

 タンク内のドレンと圧縮空気がすべて抜けてからエアホースを外してください。 

 タンク内に圧縮空気が残ったままエアホースを外すとカプラが跳ね、けがや事故の原因にな

ります。 

 本機を分解、改造しないでください。 

 故障や事故の原因になります。 

 損傷した部品がないか点検してください。 

 損傷した部品交換は、お買い上げの販売店、または当社営業所にお申し付けください。 

 修理の知識や技術のない方が修理しますと、十分な性能を発揮しないだけでなく、故障や

事故の原因になります。 

 標準付属品や指定の別販売品を使用してください。 

 本取扱説明書および当社カタログに記載されている標準付属品や別販売品以外のものを

使用すると、故障や事故の原因となる恐れがあるので使用しないでください。 

警告 

ご使用後 
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 いつも安全に効率よくご使用いただくために、定期点検をおすすめします。 

 定期点検は、必ずお買い上げの販売店または最寄りの当社営業所にお申し付けください。 

 使用しない場合は、きちんと保管してください。 

 乾燥した場所で、子供の手の届かない所または鍵のかかる所に保管してください。 

 長期間ご使用にならない場合は、保管前にドレンコックを全開にし、５分以上の運転を行っ

てください。 

注意 

 注  

 電源が離れていて、延長コードが必要なときは、機械を最高の効率で支障なくご使

用いただくために十分な太さのコードをできるだけ短くお使いください 

使用できる延長コードの目安は最大長さ３０ｍ、コードの太さ（公称断面積）２．０㎜２

です。ただし、他の機器と同時に使用されますとこの場合でも使用できない場合があ

ります。 
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高圧増設タンク接続口 

連結運転接続口 

各部の名称および標準付属品 

 注  

本機は操作パネルには精密電子部品を使用しております。故障の原因となりますの

で、この部分に物を載せたり、衝撃を与えないようにしてください。 

本機名称 

減圧弁調整ノブ（一般圧） 

（ブルーキャップ）※２ 

タンク 

ドレンコック 

一般圧用 

ワンタッチ 

ジョイント 

※３ 

高圧用ワンタッチジョイント 

減圧弁調整ノブ（高圧） 

（レッドキャップ） 

取出圧力計（高圧） 

ハンドル 

操作パネル（１２ページ参照） 取出圧力計（一般圧）※１ 

背面図 

※1. ＡＣ４６１ＸＬＨおよびＡＣ４６１ＸＧＨは取出圧力計

（高圧） 

※2. ＡＣ４６１ＸＬＨおよびＡＣ４６１ＸＧＨは減圧弁調整

ノブ（高圧）（レッドキャップ） 

※3. ＡＣ４６１ＸＬＨおよびＡＣ４６１ＸＧＨは高圧用ワン

タッチジョイント 
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操作パネル 

運転モードの切替えについては、１５ページ『運転モードについて』をご覧ください。 

１２００ｈランプについては、２９ページ『保証および１２００ｈランプについて』をご覧ください。 

標準付属品 

取扱説明書（本書） 

デジタル表示 

（１３ページ参照） 

電源ランプ（緑色） 

電源ボタン 
モード切替ボタン 

モード切替ランプ 

（赤色） 

１２００ｈランプ 

（黄色） 

各部の名称および標準付属品 
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デジタル表示（本機の状態） 

保護機能が作動した場合には、デジタル表示でその状態を表します。表示内容は以

下の通りです。 

デジタル表示 読み方 状態 

 Ｅ１（イーワン） 
保護機能が作動した時に表示 

保護機能については、２７ページ「保護機能につ

いて」をご覧ください。 
 Ｅ２（イーツー） 

 Ｅ３（イースリー） 
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使い方 

1. アースクリップを接地してから電源プラグを電源コンセントに差し込んでく

ださい。 

2. ドレンコックを全開にしてください。 

3. モード切替ボタンを押して、運転モードを『速打ちモード』に切替えてくだ

さい。 

4. 電源ランプが消灯していることを確認してください。 

5. 電源ボタンを押してください。 

電源ランプが点灯します。 

6. ドレンコックから圧縮空気が出ていることを確かめてください。 

7. ドレンコックを閉め、減圧弁調整ノブ（２ヵ所）を右へ一杯に回して、圧力

計の指針が上昇することを確かめてください。 

8. タンク内に圧縮空気が充てんされ、圧力計の指針およびデジタル表示

の数字が上昇します。この時に異常な音や振動がないことを確かめてく

ださい。 
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以上で点検・確認は終わりです。異常がなければ、「作業方法」に従って、ご使用く 

ださい。 

運転前の点検・確認で異常がありましたら、お買い上げの販売店または最寄りの当 

社営業所に修理をお申し付けください。 

12. ドレンコックより圧縮空気をすべて抜いてください。 

9. ＡＣ４６１Ｘの場合は４～６分程度 

ＡＣ４６１ＸＬおよびＡＣ４６１ＸＬＨの場合は６～８分程度 

ＡＣ４６１ＸＧおよびＡＣ４６１ＸＧＨの場合は８～１０分程度 

で自動的に停止することを確かめてください。 

10. ドレンコックを少し開け、圧縮空気を徐々に抜き、デジタル表示に表示さ

れているタンク内圧力が約４．１ＭＰａにて再起動することを確かめてくだ

さい。 

11. 本機が停止したら、電源ボタンを押してモータ停止を確認後、電源ラン

プが消灯したことを確かめてください。 
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作業方法 

使用する前に必ず１６ページ「運転前の点検・確認」を行ってください。 

7. ドレンコックを閉めて、圧力を上昇させてください。 

1. アースクリップを接地してから電源プラグを電源コンセントに差し込んでく

ださい。 

2. ドレンコックを全開にしてください。 

3. モード切替ボタンを押して、運転モードを『速打ちモード』に切替えてくだ

さい。 

4. 電源ランプが消灯していることを確認してください。 

6. 電源ボタンを押してください。 

電源ランプが点灯します 

8. 圧力が上昇して 

ＡＣ４６１Ｘの場合は４～６分程度 

ＡＣ４６１ＸＬおよびＡＣ４６１ＸＬＨの場合は６～８分程度 

ＡＣ４６１ＸＧおよびＡＣ４６１ＸＧＨの場合は８～１０分程度 

で自動的に停止します。 
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9. 減圧弁調整ノブを回して釘打機や空気工具の使用圧力の調整を行い

ます。調整方法は、減圧弁調整ノブを左一杯に戻して、使用圧力以下

に一旦減圧させます。次に減圧弁調整ノブをゆっくり右に回し、圧力を

上げながら使用圧力に調整してください。 

※ 必ず使用圧力より低い圧力からゆっくり圧力を上げて調整してくだ

さい。 

減圧弁の特性上、使用圧力より高い圧力から減圧させて調整した

場合は、圧力計と使用圧力に誤差が生じます。（例：釘打機を一

発打つと最初に調整した圧力から約０．２ＭＰａ（２kgｆ／㎝２）程度

下がります。） 

10. 使用圧力調整が終わりましたら、エア取出しワンタッチジョイントに一般

圧用（減圧弁調整ノブ・ブルーキャップ）は一般圧のエアホースを、高

圧用（減圧弁調整ノブ・レッドキャップ）は高圧用エアホースを接続してく

ださい。作業が開始できます。 

11. モード切替ボタンを押して、ご使用になる運転モードに切替えて作業を

開始してください。 
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本機はマキタのエアコンプレッサＡＣ４６０，ＡＣ４６１シリーズにのみ連結可能で

す。タンク内最高圧力の異なるエアコンプレッサとの連結は出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連結出来ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連結出来ません 

 

ＡＣ４６０Ｘ 

ＡＣ４６０ＸＬ 

ＡＣ４６０ＸＬＨ 

ＡＣ４６０ＸＧ 

ＡＣ４６０ＸＧＨ 

ＡＣ４６０Ｘ 

ＡＣ４６０ＸＬ 

ＡＣ４６０ＸＬＨ 

ＡＣ４６０ＸＧ 

ＡＣ４６０ＸＧＨ 

ＡＣ４６１Ｘ 

ＡＣ４６１ＸＬ 

ＡＣ４６１ＸＬＨ 

ＡＣ４６１ＸＬＫ 

ＡＣ４６１ＸＧ 

ＡＣ４６１ＸＧＨ 

ＡＣ４６１シリーズ ＡＣ４６１シリーズ 

ＡＣ４６０シリーズ ＡＣ４６０シリーズ 

ＡＣ４６０Ｘ 

ＡＣ４６０ＸＬ 

ＡＣ４６０ＸＬＨ 

ＡＣ４６０ＸＧ 

ＡＣ４６０ＸＧＨ 

ＡＣ４６１シリーズ 

ＡＣ４６０シリーズ 

ＡＣ４３０ＸＨ 

ＡＣ４０１ＸＬ × 

その他の機能 

接続専用ワンタッチジョイント 接続専用ワンタッチジョイント 

連結専用エアホース 

ＡＣ４６１ＸＬ ＡＣ４６１ＸＬ 

ＡＣ４６１Ｘ 

ＡＣ４６１ＸＬ 

ＡＣ４６１ＸＬＨ 

ＡＣ４６１ＸＬＫ 

ＡＣ４６１ＸＧ 

ＡＣ４６１ＸＧＨ 

ＡＣ４６１Ｘ 

ＡＣ４６１ＸＬ 

ＡＣ４６１ＸＬＨ 

ＡＣ４６１ＸＬＫ 

ＡＣ４６１ＸＧ 

ＡＣ４６１ＸＧＨ 
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・ 電源ボタンを押してもモータがうなって運転できない。 

・ 運転中に異常な音、振動がする。 

・ 適切な電源なのにモータの運転が頻繁に停止する。 

・ エアを消費していないのにごく短時間（約１０分）で再起動した

り、エアが漏れる音がする。 

・ タンク内の圧縮空気が空の状態から 

ＡＣ４６１Ｘの場合は９分以上 

ＡＣ４61XLおよびＡＣ４６１ＸＬＨの場合は１１分以上 

ＡＣ４６１ＸＧおよびＡＣ４６１ＸＧＨの場合は１３分以上 

待ってもモータが自動停止しない。 

・ 安全弁が作動し、エアが吹き出す。 

・ 正常にモータが運転されているのに圧力が上昇しない。 
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上記操作を行った後、保護機能が働く場合は、エアコンプレッサの故障が考えら

れますので、直ちに使用を中止し、お買い上げの販売店または最寄りの当社営業

所に修理をお申し付けください。 
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保守・点検の際には必ずエアコンプレッサを停止して、電源プラグを電源コンセ

ントから抜き、ドレンコックを全開にして、タンクから圧縮空気をすべて抜いてくだ

さい。 

・ 感電や事故の原因になります。 
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保証および１２００ｈランプについて 

保証について 

・ 本機には３０ページに保証書がついております 

・ 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保管してくださ

い。 

・ 本機は、取扱説明書の注意事項に従った正常な状態で、エアコンプレッサの

実稼働時間が１２００時間に到達するまで、保証書の記載内容に基づき無償

保証いたします。実運転時間１２００時間以内に故障した場合は、お買い上

げの販売店もしくはマキタ直営の営業所に製品と保証書をお持ち込みくださ

い。 

・ 保証期間中の修理は無償修理規定に基づきます。詳細は保証書をご覧くだ

さい。 

 １２００ｈランプについて 

・ エアコンプレッサの実運転時間が１０００時間を超えると「１２００ｈランプ」が点

滅し、１２００時間を超えると「１２００ｈランプ」が点灯します。 

・ 「１２００ｈランプ」の点滅が始まった際に、エアコンプレッサのメンテナンスのご

要望がありましたらお買い上げの販売店または当社営業所に点検・修理をお

申し付けください。 

・ 本機にお気付きの点が無ければ続けてご使用ください。 

・ 保証期間経過後（「１２００ｈランプ」の点灯以降）は、有償修理とさせていただ

きます。 

※ 保証期間経過後（「１２００ｈランプ」の点灯以降）に修理を実施しますと「１２

００ｈランプ」の点滅、点灯は解除されます。 
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無償修理規定について 

1. 本製品が故障した場合は、本製品の実稼働時間が１２００時間までは無償

修理を致します。

お買い上げの販売店または当社営業所にお申し付けください。

2. 取扱説明書の記載に従った正常な使用状態で保証期間内に故障した場合

は、無償で修理させていただきます。

3. 保証期間内でも、以下の場合は有償修理とさせていただきます。

① 本保証書がない場合

② 本保証書に記入漏れがある場合

③ 製品を分解した場合、および不当な修理、改造により生じた故障、損傷

④ 落下等による故障、損傷

⑤ 取扱説明書の記載に従った正常な使用状態から著しく逸脱した使用

状態に起因すると判断される部品の交換、修理

⑥ 当社の定める消耗部品に起因すると判断される部品の交換、修理

⑦ 地震、雷、風水害等の天災による故障、損傷

⑧ 火災、公害、異常電圧、定格外の使用電圧等の外部に原因がある故

障、損傷

4. この製品の保証は日本国内においてのみ有効です。

5. 本書の再発行は致しません。大切に保管して下さい。


